






















































































これは、旅人ふうの男（S.445f., 515）、化粧をした老人（S.459f., 461, 







この他、高（S.477, 520）、虎（S.447, 449, 512）、「タ？ジウ（Tad-
ziu）」の uの音（S.478, 489, 516）、石炭酸のにおい（S.499ff., 508, 
510, 517, 521）、あるまとまりを持った描写としては、めまい・時間喪失
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